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毎

本
紙
調
査

．患
者
の
死
亡
事
故
が
起
き
た

医
療
機
関
に
原
因
調
査
や
第
三

者
機
関
へ
の
報
告
を
義
務
づ
け

た
国
の
医
療
事
故
調
査
制
度

で
、
大
学
病
院
な
ど
全
国
の
各

特
定
機
能
病
院
の
報
告
件
数

は
、
制
度
開
始
か
ら
５
年
半
で

１０
倍
を
超
え
る
開
き
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
り
最
も
多
い
の

が
１７
件
で
あ
る
一方
、「０
件
」

と
す
る
病
院
も
あ
っ
た
。
報
告

対
象
は
「予
期
せ
ぬ
死
亡
」
だ

が
、
報
告
に
積
極
的
か
消
極
的

か
と
い
う
態
度
の
違
い
で
、
専

医療事故報告差１０倍超
特定機能病院での死亡５ 年 半 で「０ 件」も

　

・門
性
の
高
い
大
学
病
院
で
も
予

　

期
し
て
い
た
か
ど
う
か
の
判
断

　

に
差
が
生
じ
、
実
際
に
は
報
告

　

件
数
よ
り
も
多
い
事
故
が
起
き

　

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

′，
特
定
機
能
病
院
は
、
高
度
な

　

治
療
を
提
供
す
る
能
力
が
あ
る

　

と
厚
生
労
働
相
が
承
認
し
た
病

　

院
。毎
日
新
聞
は
４
～
６
月
、全

　

８

　

７
の
特
定
機
能
病
院
に
ア
ン
ケ

　

ー
ト
を
実
施
。
医
療
事
故
調
査

　

制
度
が
始
ま
っ
た
２
０
１
５
年

　

ｍ
月
か
ら
２１
年
３
月
末
ま
で
に

　

第
三
者
機
関
「医
療
事
故
調
査

　

・支
援
セ
ン
タ
ト
」
へ
報
告
し
た

　

件
数
な
ど
を
尋
ね
半
数
を
超
え

　

る
４７
病
院
か
ら
回
答
を
得
た
。

　　

報
告
件
数
は
京
都
大
病
院
が

　

最
も
多
い
１７
件
、
次
い
で
熊
本

大
病
院
が
８
件
、
名
古
屋
大
病

院
と
藤
田
医
科
大
病
院
が
そ
れ

ぞ
れ
７
件
と
回
答
し
た
。
ｏ
件

と
し
た
の
は
３
病
院
だ
っ
た
。

件
数
を
答
え
な
か
っ
た
１０
病
院

・６４
件
。
報
告
し
た
分
野
は
、

心
臓
関
連
の
手
術
と
肺
・呼
吸

器
外
科
が
と
も
に
１３
件
と
多
か

っ
た
。

予
期
せ
ぬ
死
亡
に
当
た
る
か

ど
う
か
は
手
術
前
の
患
者
へ
の

説
明
や
カ
ル
テ
の
記
載
な
ど
か

ら
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
「予
期
し
て

い
た
」「予
期
し
て
い
な
か
っ

た
」
を
ど
う
判
断
し
て
い
る
か

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「法
令
に
従

い
判
断
」「判
断
に
迷
う
場
合
は

会
議
を
開
い
て
い
る
」
と
の
回

答
が
多
か
っ
た
が
、「そ
の
患
者

特
有
の
リ
ス
ク
に
基
づ
く
死
亡

の
可
能
性
が
説
明
さ
れ
て
い
た

場
合
の
み
予
期
し
て
い
た
と
判

断
し
て
い
る
」（秋
田
大
病
院
）、

「死
亡
に
至
る
経
過
が
想
定
と

異
な
る
な
ど
判
断
に
迷
う
場
合

も
報
告
し
て
い
る
」公示
大
病

院
）
と
判
断
基
準
を
具
体
的
に

回
答
し
た
病
院
も
あ
っ
た
。

・

「報
告
基
準
暖
昧
」

医
療
事
故
調
査
・支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
、
年
約
３
４
０
～
３

８
０
件
の
医
療
事
故
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
実
際
に
発
生
し
て

い
る
事
故
州虻
報
告
件
数
よ
り
多

い
と
思
う
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で

聞
く
と
、

２０
病
院
が
「多
い
と

思
う
」
と
答
え
た
。

理
由
と
し
て
「報
告
の
判
断

基
準
が
暖
昧
な
た
め
、
多
く
報

告
す
る
病
院
と
少
な
い
病
院
に

分
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」

（静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ

ー
）、
「病
院
に
よ
っ
て
は
制
度

を
十
分
理
解
し
て
い
な
い
、
報

告
し
た
く
な
い
な
ど
の
理
由
で

報
告
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
」
（高
知
大
病
院
）な
ど
の
意

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
医
療
事

故
調
査
制
度
に
基
づ
く
院
内
調

査
を
す
る
こ
と
で
、
医
事
紛
争

が
減
少
す
る
な
ど
遺
族
と
の
関

係
に
「プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
」

と
答
え
た
の
が
４７
病
院
中
２２
病

院
に
上
っ
た
。
理
由
は
「外
部

の
医
師
な
ど
を
入
れ
て
調
査
す

る
こ
と
で
客
観
性
が
担
保
さ

れ
、
遺
族
の
方
も
調
査
結
果
に

納
得
さ
れ
る
た
め
」
（筑
波
大

病
院
）と
い
っ
た
回
答
が
多
か

っ
た
。
一方
で
５
病
院
が
「マ

見
が
あ
っ
た
。

医
療
事
故
調
査
に
詳
し
い
上

田
裕
一
・日
本
心
臓
血
管
外
科

学
会
名
誉
会
長
は
「大
学
病
院

な
ど
大
規
模
な
病
院
で
は
入
院

患
者
の
疾
患
や
重
症
度
に
大
き

な
違
い
は
な
く
、
事
故
の
発
生

率
も
本
来
そ
れ
ほ
ど
義
が
出
な

い
は
ず
だ
」と
指
摘
。「『自
分
た

ち
は
予
期
し
て
い
た
』
と
し
て

報
告
し
な
い
病
院
が
あ
る
一

方
、
積
極
的
に
報
告
す
る
病
院

で
は
調
査
に
よ
っ
て
再
発
防
止

と
職
員
の
意
識
が
向
上
す
る
た

め
、
医
療
安
全
の
仕
組
み
や
対

応
に
病
院
間
で
差
が
生
じ
る
だ

ろ
う
」
と
話
す
。
【桐
野
耕
一一

イ
ナ
ス
面
が
大
き
い
」と
し
、

「調
査
内
容
が
責
任
追
及
に
便

　

な
い
限
り
、
院
内
や
セ
ン
タ
ー

　

。
き
だ
と
ゴロ

　

◆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

，の

悔
編

航
洋

．《
附
ハ
ゼ

　　　

ー
け
だ
訴
）

・
の
姉
要
み
裁

　

月
上

、
…

漏

煎
｝
菟
扉
い
そ
無

　

さ
究
Ｌ
さ
働

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

■粉飾企業上場訴訟、．和解成立驚鰯雲蔓多難轟竃藁葺麟震奮闘鱈た株主らが、株の売り出しで主幹事だ

　　

７

　

し 側

　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　

に差し戻して 硫。 ′

　　　　　　　　

，

　　

，

　　　

辱
」

（
判決によると・ ェフ社は２００９ １Ｌ● ぜ

　　　　　　　　　　

暴 露

げの９７％が架空だったことが発覚し、

　　　　　

，

　　

，
ｒ
．

　　　　

…‐‐

　

．…－弓人 達－”今，ケ 言

　

関西電力は４日、福井県おおい町の
大飯原発３号機（出力１１８万毛で）で、
水蒸気の冷却に用いられる循環水（海
水）が漏れた、・と発表した。放射能漏
れはなく、環境への影響はないという。
十分に原子炉を冷やせなくなるおそれ
が生じたため、

．出力を同日午前１０時半
時点で約６５％まで低下させた。

　

関電によると、 ４日午前５時過ぎ、
循環水ポンプと復水器の間にある弁付

　　
　
　　　　

　　
　

瞳

　　

大
水
水

「遺
族
と
関
係
プ
ラ
ス
に
」

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」な
ど

と
説
明
し
た
。

医
療
事
故
調
査
ー支
援
セ
ン

タ
ー
に
提
出
す
る
調
査
越
山塁
日

に
つ
い
て
、
遺
族
に
直
接
渡
し

て
説
明
す
る
の
が
２９
病
院
▽
報

告
書
は
渡
さ
ず
、十説
明
用
の
資

料
の
み
を
渡
す
の
が
４
病
院
▽

口
頭
で
の
説
明
の
み
が
３
病
院

十
十
な
ど
で
・
６
割
を
超
え
る

病
院
は
セ
ン
タ
ー
へ
の
報
告
書

を
遺
族
に
渡
し
て
い
た
。
民
事

訴
訟
な
ど
へ
の
利
用
を
理
由
に

報
告
書
を
渡
す
こ
と
を
懸
念
す

る
病
院
が
あ
っ
た
も
の
の
、「適

切
に
調
査
が
締
め
れ
て
い
れ

ば
、
遺
族
と
の
鎚
酷
が
長
び
く

こ
と
は
な
い
」
（名
古
屋
大
病

院
）
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

，
現
在
の
制
度
で
は
、
病
院
側

が
セ
ン
タ
ー
に
事
故
を
報
告
し

な
い
限
り
、
院
内
や
セ
ン
タ
ー

　

　

　

　
　

　
　
　

　　　
　

灘
蝿

近
２
た
同

　

■

　　

ア

の
調
査
も
実
施
さ
れ
な
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
遺
族
側
か

ら
調
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
「門
戸
が
狭
い
」
と
の
意

　

嘗

見
が
出
て
い
る
こ
と
に
つ
い

　

る

て
、
「現
状
で
は
そ
の
よ
う
な

意
見
は
も
っ
と
も
だ
」
（聖
路

　

欝に

加
国
際
病
院
）
と
共
感
す
る
病

　

ヶ

院
も
あ
っ
た
。

　　　　

今

医
療
事
故
の
遺
族
や
弁
護
士

　

馨

ら
で
つ
く
る
「医
療
情
報
の
公

　

弘

開
・
開
示
を
求
め
る
市
民
の

　

一

△ど
の
勝
村
久
司
代
表
世
話
人

は
「患
者
や
市
民
団
体
が
主
張

‐

し
て
き
た
こ
と
を
病
院
側
が
思

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」

と
評
価
。露
座［員
準
の
暖
際
さ

や
調
査
の
門
戸
の
狭
さ
を
感
じ
，
…

工
上

っ
ル

、
へ
だ
惑

と
ズ
空
廻

る
ム

　

架
十

よ
ザ
が
に

に
マ
％
亘

　
　
　

Ｕ
東
の
年

　　　　　　　　　　　

　
　

に
げ
ｍ

　減　　　
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